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人

物

表

〉

岩
上

武

（
４
０
）

中
小
企
業
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
、
営
業

藤
川

千
賀
子

（
４
５
）

編
集
者

〈

ロ

グ

ラ

イ

ン

〉

武
は
、
千
賀
子
に
プ
ロ
ポ
ー
ズ
す
る
が
、
千
賀
子
の
告
白
を
聞
い
て
後
悔
す
る
話
。

〈

ね

ら

い

〉

武
が
感
じ
る
後
悔
の
気
持
ち
に
共
感
し
た
り
、
笑
っ
た
り
し
て
欲
し
い
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１
．

千
賀
子
の
マ
ン
シ
ョ
ン
・
室
内
（
夜
）

２
０
階
程
度
の
マ
ン
シ
ョ
ン
。
最
上
階
。
広
いLD

K

。
高

級
家
具
で
揃
え
ら
れ
て
い
る
。

ア
イ
ラ
ン
ド
キ
ッ
チ
ン
で
、
岩
上
武
（
４
０
）
鼻
歌
を
歌
い

な
が
ら
料
理
を
し
て
い
る
。
味
見
を
し
て
、
満
足
気
に
、

武

「
（
発
音
良
く
）
P
e
r
f
e
c
t
」

（
以
降
、
英
文
は
発
音
良
く
）

武
、
ソ
フ
ァ
ー
の
方
を
見
る
。

ブ
ラ
ン
ド
の
バ
ッ
グ
、
ス
ト
ー
ル
、
服
が
散
ら
か
っ
て
い
る
。

武

「
N
o
t
p
e
r
f
e
c
t
」

１
つ
ず
つ
拾
い
、
抱
え
て
部
屋
か
ら
出
て
い
く
。

×

×

×

真
っ
暗
な
部
屋
。
玄
関
か
ら
鍵
を
開
け
る
音
。

藤
川
千
賀
子
（
４
５
）
部
屋
に
入
り
電
気
の
ス
イ
ッ
チ
を
つ

け
る
。
４
５
才
に
は
見
え
な
い
（
２
０
代
の
容
姿
）

男
受
け
を
意
識
し
た
ワ
ン
ピ
ー
ス
。
ブ
ラ
ン
ド
の
バ
ッ
グ
。

武
、
電
気
が
つ
く
と
同
時
に
ク
ラ
ッ
カ
ー
を
鳴
ら
し
て
、

武

「
S
u
r
p
r
i
s
e
」

千
賀
子
、
驚
く
が
、
す
ぐ
に
笑
顔
に
な
る
。

千
賀
子
「
た
け
し
、
来
て
た
ん
だ
ー
」

と
大
袈
裟
に
喜
び
、
武
に
抱
き
つ
く
。

武
、
千
賀
子
に
キ
ス
を
す
る
。

武

「
夕
食
も
用
意
し
た
よ
」

千
賀
子
「
や
っ
た
ー
、
た
け
し
の
ご
飯
大
好
き
」

武
、
ワ
イ
ン
を
見
せ
て
、

武

「
千
賀
子
の
大
好
き
な
マ
セ
ッ
ト
も
用
意
し
た
ん
だ
」

千
賀
子
「
嬉
し
い
！

今
日
、
何
か
あ
っ
た
っ
け
？
」

武
、
笑
顔
の
ま
ま
何
も
言
わ
な
い
。

千
賀
子
「
え
ー
な
に
ー
」

武

「
後
で
ね
、
ほ
ら
、
早
く
着
替
え
て
お
い
で
」

武
、
千
賀
子
の
背
中
を
押
し
て
誘
導
。

千
賀
子
、
急
に
立
ち
止
ま
っ
て
、

千
賀
子
「
あ
っ
…
…
」

武
の
方
を
振
り
向
き
、
満
面
の
笑
み
で
、
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千
賀
子
「
私
も
ね
、
大
事
な
話
あ
る
よ
」

武
、
紳
士
的
に

武

「
な
ん
だ
ろ
う
。
そ
っ
ち
の
方
が
気
に
な
る
な
」

千
賀
子
「
あ
と
で
ね
ー
」

そ
う
言
っ
て
、
部
屋
を
出
て
い
く
。

武
、
料
理
を
並
べ
る
。

千
賀
子
、
ブ
ラ
ン
ド
の
部
屋
着
を
着
て
戻
っ
て
く
る
。

千
賀
子
「
い
い
匂
い
ー
」

武

「
ほ
ら
、
早
く
座
っ
て
」

椅
子
を
引
い
て
、
席
へ
誘
導
す
る
。

乾
杯
す
る
２
人
。

千
賀
子
、
料
理
を
一
口
食
べ
て
、
大
袈
裟
に
、

千
賀
子
「
美
味
し
い
ー
ー
ー
」

武

「
良
か
っ
た
」

笑
顔
で
見
つ
め
合
う
２
人
。

武
、
立
ち
上
が
り
、
千
賀
子
の
足
元
に
片
膝
を
つ
い
て
座
る
。

指
輪
の
箱
を
開
け
て
、

武

「
千
賀
子
、
結
婚
し
よ
う
」

千
賀
子
、
口
を
両
手
で
押
さ
え
て
、
嬉
し
そ
う
に
頷
く
。

武
、
千
賀
子
の
左
手
を
取
り
、
薬
指
に
指
輪
を
は
め
る
。

武

「
幸
せ
に
な
ろ
う
」

千
賀
子
「
凄
い
嬉
し
い
…
…
覚
え
て
く
れ
て
た
ん
だ
」

千
賀
子
、
指
輪
を
う
っ
と
り
と
眺
め
る
。

武

「
指
輪
？

当
た
り
前
で
し
ょ
」

千
賀
子
「
こ
の
シ
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
も
…
…
」

武
、
立
ち
上
が
り
、
千
賀
子
に
キ
ス
を
し
て
、

武

「
姫
の
仰
せ
の
通
り
に
」

笑
い
合
う
２
人
。

千
賀
子
「
私
た
ち
２
人
な
ら
、
大
丈
夫
だ
よ
ね
？
」

武

「
絶
対
上
手
く
い
く
よ
」

武
、
残
っ
て
い
た
ワ
イ
ン
を
一
気
に
飲
む
。

武

「
で
？

千
賀
子
の
大
事
な
話
っ
て
？
」

千
賀
子
「
実
は
ね
…
…
」

と
言
い
な
が
ら
、
携
帯
を
取
り
出
す
。



3

千
賀
子
「
こ
れ
見
て
」

千
賀
子
、
武
に
携
帯
画
面
を
見
せ
る
。

（
携
帯
画
面
）
武
と
女
性
が
ホ
テ
ル
へ
入
っ
て
い
く
動
画
。

千
賀
子
、
悲
し
そ
う
な
顔
で
、

千
賀
子
「
偶
然
ね
、
本
当
に
偶
然
。
見
ち
ゃ
っ
た
の
」

武

「
…
…
」

千
賀
子
「
さ
っ
き
、
プ
ロ
ポ
ー
ズ
し
て
く
れ
た
の
に
ね
…
…
」

武
、
千
賀
子
の
足
元
に
土
下
座
を
す
る
。

武

「
本
当
に
申
し
訳
な
い
」

千
賀
子
「
認
め
る
ん
だ
…
…
」

武
、
土
下
座
を
し
た
ま
ま
、

武

「
違
う
。
気
の
迷
い
と
い
う
か
…
…
」

千
賀
子
「
こ
れ
見
た
後
ね
、
ち
ゃ
ん
と
調
べ
た
ん
だ
よ
」

武
、
驚
い
た
顔
で
千
賀
子
を
見
る
。

千
賀
子
「
上
原
仁
美
さ
ん
、
２
０
０
万
円
。
高
杉
愛
さ
ん
、
５
０
０
万
円
。

波
多
野
早
紀
さ
ん
、
３
２
０
万
円
。
加
藤
恵
美
さ
―
―
」

武
、
千
賀
子
の
言
葉
を
遮
る
。
額
を
床
に
つ
け
て
、

武

「
ご
め
ん
な
さ
い
。
本
当
に
ご
め
ん
な
さ
い
。
申
し
訳
あ
り
ま
せ

ん
」

千
賀
子
「
詐
欺
し
て
た
ん
で
し
ょ
？
」

武

「
何
で
も
す
る
。
警
察
に
は
…
…
」

千
賀
子
「
ね
ー
、
武
。
顔
上
げ
て
」

武
、
ゆ
っ
く
り
と
頭
を
上
げ
て
、
千
賀
子
の
顔
を
見
る
。

千
賀
子
、
満
面
の
笑
み
で
、

千
賀
子
「
S
u
r
p
r
i
s
e
」

武
、
情
け
な
い
声
で
、

武

「
へ
？
」千

賀
子
、
明
る
い
声
で
、

千
賀
子
「
私
か
ら
の
サ
プ
ラ
イ
ズ
だ
よ
ー
」

武

「
ど
う
い
う
こ
と
？
」

千
賀
子
「
武
、
さ
っ
き
か
ら
謝
っ
て
る
け
ど
、
私
の
顔
よ
く
見
て
」

武
、
千
賀
子
の
顔
を
じ
っ
と
見
る
。

千
賀
子
、
満
面
の
笑
み
。

千
賀
子
「
ね
。
怒
っ
て
も
な
い
し
、
泣
い
て
も
な
い
」
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武

「
え
…
…
な
ん
で
？
」

千
賀
子
「
と
り
あ
え
ず
、
あ
っ
ち
に
い
か
な
い
？
」

ソ
フ
ァ
ー
の
方
を
見
る
。

千
賀
子
「
こ
の
体
勢
じ
ゃ
、
私
が
虐
め
て
る
み
た
い
で
し
ょ
」

と
楽
し
そ
う
に
言
い
な
が
ら
、
ソ
フ
ァ
ー
へ
誘
導
す
る
。

千
賀
子
、
武
に
く
っ
っ
つ
い
て
座
り
、

千
賀
子
「
あ
の
ね
…
…
私
、
嬉
し
か
っ
た
の
」

武

「
え
？
」

千
賀
子
「
最
初
は
ね
、
ム
カ
つ
い
て
悔
し
く
て
、
殺
っ
ち
ゃ
お
う
か
な
っ
て

思
っ
た
ん
だ
け
ど
…
…
」

武

「
や
っ
ち
ゃ
お
う
？
」

千
賀
子
、
武
の
言
葉
を
無
視
し
て
、

千
賀
子
「
調
べ
た
ら
、
詐
欺
で
…
…
で
も
、
考
え
て
み
た
ら
、
私
は
お
金
取

ら
れ
た
こ
と
な
い
な
っ
て
」

千
賀
子
、
左
手
に
輝
く
指
輪
を
愛
し
そ
う
に
眺
め
な
が
ら
、

千
賀
子
「
も
し
か
し
て
、
私
の
た
め
に
や
っ
て
く
れ
て
た
の
っ
か
な
っ
て
」

武
、
焦
っ
た
よ
う
に
、

武

「
そ
う
…
…
そ
う
な
ん
だ
よ
！
」

千
賀
子
、
武
の
方
を
見
て
、

千
賀
子
「
も
う
、
バ
レ
バ
レ
だ
よ
」

武
、
安
心
し
た
表
情
。

千
賀
子
、
武
の
方
を
見
る
。
笑
顔
で
、

千
賀
子
「
私
も
ね
、
同
じ
な
の
」

武

「
え
？

詐
欺
し
て
る
っ
て
こ
と
？
」

千
賀
子
「
パ
パ
活
」

武

「
パ
パ
…
…
」

千
賀
子
「
私
た
ち
の
時
代
で
言
え
ば
、
援
交
か
な
」

武

「
ん
？

私
た
ち
の
時
代
？
」

千
賀
子
「
あ
れ
？

武
、
勝
手
に
部
屋
入
っ
て
る
か
ら
、
も
う
バ
レ
て
る
か

と
思
っ
て
た
」

千
賀
子
、
バ
ッ
グ
か
ら
免
許
証
を
取
り
出
す
。

武
に
見
せ
な
が
ら
、

千
賀
子
「
ほ
ら
」武

、
免
許
証
を
確
認
し
た
ま
ま
、
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武

「
４
５
才
…
…
」

千
賀
子
「
そ
う
そ
う
、
凄
い
で
し
ょ
？

最
近
の
技
術
」

千
賀
子
、
立
ち
上
が
り
、
く
る
く
る
と
回
っ
て
み
せ
る
。

武
、
千
賀
子
を
見
つ
め
る
。

千
賀
子
「
も
ち
ろ
ん
、
努
力
も
し
て
る
よ
。
お
ば
さ
ん
に
見
え
る
人
っ
て
肩

に
お
肉
が
つ
い
て
る
ん
だ
っ
て
」

千
賀
子
、
自
分
の
肩
を
撫
で
る
。

千
賀
子
「
顔
だ
け
い
じ
る
人
に
違
和
感
を
感
じ
る
の
は
、
そ
の
せ
い
だ
っ
て

聞
い
た
か
ら
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
し
て
る
よ
」

服
を
少
し
あ
げ
て
、
膝
を
見
せ
て
、

千
賀
子
「
あ
っ
、
あ
と
ね
、
膝
も
…
…
」

手
の
甲
（
両
手
）
を
見
せ
て
、

千
賀
子
「
手
に
も
年
齢
が
出
ち
ゃ
う
か
ら
気
を
付
け
て
る
し
ー
」

左
手
の
指
輪
が
輝
く
。

千
賀
子
「
首
と
デ
コ
ル
テ
も
ね
。
結
構
大
変
な
ん
だ
か
ら
」

首
と
デ
コ
ル
テ
を
武
に
触
ら
せ
る
。

武
の
横
に
座
り
直
し
て
、
上
目
使
い
で
、

千
賀
子
「
今
の
と
こ
ろ
ね
。
バ
レ
た
こ
と
な
い
ん
だ
よ
」

武
、
言
葉
を
絞
り
出
し
て
、

武

「
う
ん
…
…
凄
い
ね
」

千
賀
子
「
こ
の
服
も
こ
の
部
屋
も
パ
パ
が
買
っ
て
く
れ
た
し
、
バ
ッ
グ
も
イ

ン
テ
リ
ア
も
ほ
と
ん
ど
パ
パ
か
ら
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
だ
よ
」

千
賀
子
、
部
屋
を
見
渡
し
な
が
ら
、

千
賀
子
「
私
が
買
っ
た
の
は
ね
…
…
」

IK
EA

の
白
い
シ
ン
プ
ル
な
時
計
を
手
に
取
り
、

千
賀
子
「
こ
の
時
計
ぐ
ら
い
か
な
」

武

「
こ
の
ソ
フ
ァ
ー
も
？
」

千
賀
子
「
も
ち
ろ
ん
。
こ
ん
な
高
級
ソ
フ
ァ
ー
、
私
の
仕
事
じ
ゃ
買
え
な
い

で
し
ょ
」

武
、
ソ
フ
ァ
ー
の
背
も
た
れ
を
ぎ
ゅ
っ
と
掴
む
。

千
賀
子
「
ね
、
一
緒
で
し
ょ
」

武
、
言
葉
が
出
な
い
。

千
賀
子
「
武
も
や
め
な
い
で
ね
」

武

「
詐
欺
の
こ
と
？
」
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千
賀
子
「
そ
う
そ
う
。
だ
っ
て
、
女
の
人
誰
も
怒
っ
て
な
か
っ
た
ん
だ
よ
」

武

「
え
っ
…
…
話
し
た
の
？

全
員
と
？
」

千
賀
子
「
当
た
り
前
で
し
ょ
」

武

「
…
…
」

千
賀
子
「
お
金
も
返
し
て
欲
し
い
っ
て
言
っ
て
な
か
っ
た
の
。
凄
い
よ
」

武

「
そ
う
か
な
…
…
」

千
賀
子
「
そ
う
そ
う
、
詐
欺
の
天
才
。
２
人
な
ら
絶
対
上
手
く
い
く
…
…
で

し
ょ
？
」

千
賀
子
、
笑
顔
で
武
を
見
つ
め
る
。

時
間
を
確
認
し
て
、

千
賀
子
「
あ
、
そ
ろ
そ
ろ
か
な
…
…
」

武

「
何
が
？
」

千
賀
子
「
私
ね
、
武
と
違
っ
て
別
れ
方
下
手
く
そ
な
の
」

武

「
…
…
そ
れ
で
？
」

千
賀
子
「
だ
か
ら
、
面
倒
臭
い
の
は
い
つ
も
殺
っ
ち
ゃ
う
の
」

武

「
や
っ
ち
ゃ
う
？
」

千
賀
子
、
首
を
締
め
る
動
作
を
し
な
が
ら
、
明
る
く
、

千
賀
子
「
そ
う
、
殺
っ
ち
ゃ
う
」

武
、
黙
る
。

千
賀
子
、
武
の
耳
元
で
、

千
賀
子
「
だ
か
ら
、
今
日
は
手
伝
っ
て
ね
。
後
片
付
け
」

マ
ン
シ
ョ
ン
入
口
か
ら
の
イ
ン
タ
ー
フ
ォ
ン
が
鳴
る
。

千
賀
子
「
準
備
出
来
た
ら
呼
ぶ
か
ら
、
隠
れ
て
て
」

千
賀
子
、
イ
ン
タ
ー
フ
ォ
ン
に
応
答
す
る
。

武
、
何
も
言
わ
ず
バ
ル
コ
ニ
ー
へ
出
る
。

バ
ル
コ
ニ
ー
の
策
に
手
を
か
け
、
夜
空
を
眺
め
る
。

少
し
身
を
乗
り
出
し
て
下
を
見
る
。

最
上
階
か
ら
見
下
ろ
し
た
景
色
。

振
り
返
っ
て
部
屋
の
様
子
を
見
る
。

ダ
イ
ニ
ン
グ
テ
ー
ブ
ル
の
上
に
武
の
携
帯
。

部
屋
に
男
が
入
っ
て
く
る
の
が
見
え
る
。

千
賀
子
の
左
手
の
薬
指
に
光
る
指
輪
。

武
、
大
き
く
溜
息
を
つ
く
。

（
お
わ
り
）


